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研究成果の概要（和文）：理論研究では、人生の見通しの形成の基盤にあたるアイデンティティ形成と学習の関
係構造を析出した。アイデンティティ形成の３対モデルの視角から、社会的／個人的／自我アイデンティティの
３水準にわたって、アイデンティティ形成と学習との関連を理論的に説明した。また、アイデンティティ形成と
学習の関係構造が、リフレクション・プロセスにおいて、学びの深さと対話性・主体性をもたらすことを論じ
た。以上の知見を大学生の成長理論の近年の潮流と接続した。実践研究では、成長理論の援用と成長リフレクシ
ョンのワークショップ・デザイン、学生への働きかけのあり方の省察を展開した。

研究成果の概要（英文）：The theoretical part of this research elaborated the relationship between 
student learning and identity formation in higher education. Identity formation is the base of 
student life perspective and its relationship with student learning develops through the triadic 
model of identity formation, which consists of social, personal and ego identity. Identity formation
 influences student learning, and vice versa, at these three levels. When the relationship 
functions, learning and identity formation mutually develop, but difficulties in this relationship 
force students to disengage from learning or fall into inactive identity formation. This research 
connects these theoretical perspectives and student development theory in college and applies 
student development theory to the contexts of experiential-learning-based practices such as 
internships. The practical part of this research also provides student development workshops and 
clarifies how to facilitate student reflection. 

研究分野：大学教育

キーワード： 大学生の学びと成長　成長理論　経験学習　リフレクション　アイデンティティ形成

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大学生が将来を見通して成長していくとき、その土台にアイデンティティ形成のダイナミクスが働いています。
本研究課題では、アイデンティティ形成の３対モデルから大学生の経験学習とアイデンティティ形成の関連性を
捉えていきました。社会・個人・自我という３水準で形成されるアイデンティティ形成と学生の学びが相互に関
連しあっていること、それがどのような関連性かを理論的に把握する作業を進めました。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 若者の仕事とキャリア形成やアイデンティティ形成をめぐる不安定化、大学から仕事・社会へ
の移行（トランジション）の不安定化を背景に、大学教育の果たすべき役割は大きなものとなっ
ている。今日の大学教育では、教えることだけでなく、学生の学びと成長をいかに生み出せるか
が重要な課題となっている。 
 大学教育では、活動への関与と認知プロセスの外化を軸とするアクティブラーニング、初年次
教育や研究活動、プロジェクト活動を通じて学ぶ PBL や地域活動の経験を通じて学ぶサービス
ラーニングや仕事の経験を通じて学ぶインターンシップ・コーオプ教育といった経験学習型教
育実践が効果のある教育実践とされている（Kuh, 2008; Kuh et al., 2017）。 
 大学生の成長理論が示すように（Evans et al., 2012）、大学生はアカデミックな知的成長、異
文化や多様性の理解深化、市民性の涵養、パーソナルな変容といった多面的な成長を遂げる。中
でも、大学から仕事・社会への移行の不安定化という状況から、アイデンティティ形成を軸とす
るキャリア形成が重要な課題となる。大学生のキャリア形成をめぐって、実践と研究が蓄積され
ている（キャリア教育学会, 2008; 日本キャリアデザイン学会, 2014）。大学生のアイデンティテ
ィ形成とキャリア形成においては、将来の見通しの形成が 1 つの鍵概念となる（溝上, 2009; 
Kawai & Moran, 2017）。以上の背景から、本研究課題では、大学教育における大学生の経験学
習とキャリア形成の関係構造の解明に取り組む。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、大学生の経験学習がどのように将来の見通しの形成につながるのかを理論
研究と実践研究を組み合わせて体系的に明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 理論研究では、将来の見通しの基盤となるアイデンティティ形成の基礎理論の検討、学習とア
イデンティティ形成の関係生の検討を行った。また、大学生の成長理論の潮流を跡づける作業と
接続を図った。大学生の成長の土台にアイデンティティ形成を据えたうえで、その成長プロセス
としてのリフレクション・プロセスについての理論的解明を進めた。それらと並行して、実践研
究では、成長理論を枠組みとする学生の学びと成長の解釈、成長リフレクションを深めるための
ワークショップ・デザイン、成長リフレクションへの実践的な働きかけへの省察を行った。 
 
４．研究成果 
 理論研究では、アイデンティティ形成理論を枠組みとした。アイデンティティ研究が多岐にわ
たる展開を見せる中、簡略化されたモデル（Simplified Identity Formation Theory: Côté & 
Levine, 2015=2020, p.63）として図１の３対モデルが提起されている。 

 
３対モデルは、アイデンティティを社会的／個人的／自我の３水準に分節化したうえで、それ
ぞれの双方向の作用を定式化している。３対モデルは、社会構造と個人エージェンシーの相互作
用の局面に焦点化して個人の心理ダイナミクスを視野の外に置くことはせず、また個人の心理
ダイナミクスに焦点化して、文脈となる社会構造を無視することもしない。このモデルはまた、
社会構造が個人エージェンシーを一方向的に決定するという想定には立たない。同様に、個人エ
ージェンシーが社会構造や相互作用から遊離して無制限の自由裁量を振るえるとする想定にも
立っていない。３対モデルは、簡略化されたモデルではあるものの、バランスの上に成立してい
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図１アイデンティティ形成の3対モデル
（出版社より許諾を得て転載、簡略化のため⼀部改変）
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３対モデルをベースとし、将来展望と現在の行動の２軸から、アイデンティティ形成へのアプ

ローチが構築されている（図２：Côté & Levine, 2015=2020, p.271）。第１に、自分の目標や信
念を探求することに移れず、混乱した状態に沈むインアクティブなアプローチがある。将来の見
通しを抱けず、そのような見通しを持とうとすら思えない状態であり、主観的に安全・安心感を
持てず、ふさぎこんでしまう状態である。第２に、自分の目標や信念といった展望を探求するこ
とはできるものの、行動に移すことができないリアクティブなアプローチがある。展望を持つと
いっても、将来への不安から「何かしないと」という不安ばかりが募るものの、新たな行動を実
行できず、結果、不安が大きくなるといった悪循環が特徴となる。第３に、現在の自分のアイデ
ンティティに基づく行動にはコミットしても、より良い適合をもたらすさらなる探求や行動に
はコミットしないアプローチは、アクティブなアプローチと名づけられる。このアプローチでは、
今の自分の見えている視界や地平というものを超えていかず、自分の居心地のいい領域（コンフ
ォート・ゾーン）を超えて挑戦をしないことが次なる成長への壁となっている。最後に、自ら目
標や信念といった展望を持って、今までの自分の経験や成長の壁を超え、新たな挑戦をし、自分
自身の世界を広げる経験へ積極的に探求・実験するプロアクティブなアプローチがある。プロア
クティブなアプローチでは自分１人のことだけでなく周りの他者も巻き込んでいたり、社会と
の関係を含んでいたりすることで、展望と行動に広がりがある。 
将来の見通しの構成概念をここに位置づけることができる。「将来の見通し」という構成概念

は、将来展望と現在の行動の２つからなる（溝上, 2009）。「将来の見通し」という概念では、日
常の行動の前に、すべきことの理解があるかどうかを挟むものの、基本的な骨格は相同である。
また、人生目的研究とも類似する点がある。人生目的研究では、自己主導型目標という将来展望
の軸と Beyond the Selfという自己関心にとどまるか他者へと開かれていくかという軸から人
生目的を分けて研究している（Damon et al., 2003; Kawai & Moran, 2017）。前半の軸は将来
展望に相当し、後半の軸は現在の行動のクオリティをさらに分節化する軸と位置づけられる。 
 以上のアイデンティティ形成のダイナミクスを下敷きにすることで、主体的・対話的で深い学
びや OECDの OECD Future of Education and Skills 2030プロジェクトで柱に据えられている
エージェンシー概念を精緻に捉えることができる。エージェンシーは無条件に無制限に発揮で
きるようなものではない。3 対のアイデンティティ形成が分化・統合・連続性の動態において学
習の基盤となるという作用と、学習が自己・他者・知の同一平面上の並置という対話的・変容的
な自己形成につながることでアイデンティティ形成に作用すること、それらが常に機能する好
循環というわけではなく、機能不全になりうる点についても理論化された。 
 大学生の学びと成長に関する理論研究として、大学生の成長理論の動向を跡づける作業を行
った。近年の理論動向として、大学生の社会的アイデンティティの相互作用という相互行為の文
脈を問い直すことを通じた成長と、自分の信念やアイデンティティや社会関係といった自身と
の内的関係（対自関係）を構築する能力を意味するセルフ・オーサーシップの成長へと拡張して
いることが明らかにされた。さらに、大学生の成長理論、プロフェッショナル教育理論、サービ
スラーニング研究、アイデンティティ形成理論からリフレクション・プロセスを多角的に総合し、
アイデンティティ形成を土台とするエージェンシーの発揮条件について理論的な精緻化が進め
られた。 
 実践研究としては、経験学習教育実践の重要な形態であるインターンシップでの学生の学び
と成長に大学生の成長理論を援用する研究が行われた。そこでは、学生のエージェンシーが平板
ではなく変動しながらも持続的に粘り強く発揮されるあり方が示された。また、成長リフレクシ
ョンの実践的な形態として、ワークショップ・デザインを行った。身についた力とその経験エピ
ソードを発散と収束を繰り返しながら具体化していくことで意義深い成長リフレクションが生
み出されることが示された。学生の成長リフレクションへの働きかけのあり方として、分析する
よりも前に状況と心境を記述することの重要性が明らかにされた。 
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